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猪
名
川
町
は
流
通
科
学
大
学
と
と
も

に
、
観
光
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
「
猪
名
川
ワ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
「
ワ
イ
ン
PJ
）」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
猪
名
川

町
で
は
美
味
し
い
ブ
ド
ウ
が
栽
培
に

向
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
町
内
で
育
て
た
ブ
ド
ウ
を
加
工

品
に
で
き
な
い
か
と
、
ま
ち
の
皆
さ
ん

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
ワ
イ
ン
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
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ま
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こ
の
ワ
イ
ン
PJ
は
、「
ま
ち
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
と
銘
打
っ
て
多
く
の
人
に
参
加
を

呼
び
掛
け
、
町
内
の
畑
や
軒
先
な
ど
で
育

て
た
ブ
ド
ウ
を
集
め
て
、「
み
ん
な
で
ワ

イ
ン
を
作
ろ
う
」
と
い
う
、
全
国
で
も
珍

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

　
昨
年
度
は
白
ワ
イ
ン
17
本
を
試
験
醸

造
。
今
年
度
は
１
３
１
本
が
完
成
し
、

一
般
発
売
に
も
至
り
ま
し
た
（
今
年
度

分
は
完
売
）。
ワ
イ
ン
PJ
の
参
加
者
や

ブ
ド
ウ
の
数
量
の
増
加
に
伴
い
、
ワ
イ

ン
の
本
数
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　
２
０
２
５
ワ
イ
ン
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
を

一
般
公
募
し
、「
宙そ

ら

し
ず
く
～g

グ

ッ

ト

outte 
d

デ
ュ

u C

シ
エ
ル

iel
～
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
旨
味
が
増
し
、
と
て
も
美
味
し

い
ワ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
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記

編
集
後
記

　　
私
も
成
果
報
告
会

私
も
成
果
報
告
会

で
「
宙
し
ず
く
」
を
試

で
「
宙
し
ず
く
」
を
試

飲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

飲
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

フ
ル
ー
テ
ィ
な
味
わ
い
で
、
ワ

フ
ル
ー
テ
ィ
な
味
わ
い
で
、
ワ

イ
ン
が
初
め
て
の
人
に
も
飲
み

イ
ン
が
初
め
て
の
人
に
も
飲
み

や
す
く
、
ま
た
ワ
イ
ン
好
き
の

や
す
く
、
ま
た
ワ
イ
ン
好
き
の

人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
味

人
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
味

だ
と
思
い
ま
し
た
！

だ
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来
年
は
ど
ん
な
ワ
イ

ン
が
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来
上
が
る
の
か

ン
が
出
来
上
が
る
の
か

今
か
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楽
し
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す
♪

今
か
ら
楽
し
み
で
す
♪

中津 めぐみ中津 めぐみ 上村 美穂上村 美穂

　　 ここまでワイン PJ を進めることここまでワイン PJ を進めること
は、簡単ではありませんでしたが、は、簡単ではありませんでしたが、
地域の皆さんの協力により、一歩ず地域の皆さんの協力により、一歩ず
つ前へ進んできました。つ前へ進んできました。
　　　　学生らは世代間交流の機会やラベ学生らは世代間交流の機会やラベ
ルのデザイン考案など、多くの経験ルのデザイン考案など、多くの経験
と学びの機会をいただいています。と学びの機会をいただいています。

　本研究で私は、新たな地域振興の枠組みとして「まちワイナ　本研究で私は、新たな地域振興の枠組みとして「まちワイナ
リー」を提起し、発表しました。まちの皆さんが、ブドウ栽培やリー」を提起し、発表しました。まちの皆さんが、ブドウ栽培や
企画・商品化などに参画することは、町の活性化や地域課題の解企画・商品化などに参画することは、町の活性化や地域課題の解
決につながっていくでしょう。また、関わる人たちの心の充実感決につながっていくでしょう。また、関わる人たちの心の充実感
や生きがいにもつながると考えています。この取り組や生きがいにもつながると考えています。この取り組
みが町の活性化の一助となり、「猪名川町」の名が全みが町の活性化の一助となり、「猪名川町」の名が全
国に広がるきっかけとなることを期待しています。国に広がるきっかけとなることを期待しています。

　「宙しずく」はデラウェアとシャインマスカットを掛け合わせ　「宙しずく」はデラウェアとシャインマスカットを掛け合わせ
た、豊かな香りが特徴のワインに仕上がりました。た、豊かな香りが特徴のワインに仕上がりました。
　ワインブドウは、生食用に比べて 1/3 程度の手間で栽培で　ワインブドウは、生食用に比べて 1/3 程度の手間で栽培で
きるので、「庭に苗を 1 本植えてみよう」と、気軽に始めてきるので、「庭に苗を 1 本植えてみよう」と、気軽に始めて
いただくことができます。一人でも多くの方がこのワインいただくことができます。一人でも多くの方がこのワイン
PJ に興味を持ってくださり、来年もまた猪名川町の美味しPJ に興味を持ってくださり、来年もまた猪名川町の美味し
いワインを造れることを楽しみにしています。いワインを造れることを楽しみにしています。

流通科学大学人間社会学部長
　西

に し む ら

村 典
の り よ し

芳さん（写真左）

「ワインプロジェクト」　を支える
　～みんなの想い～

特徴あるワインを目指しました

島之内フジマル醸造所 醸造長 田
た な か

中 敦
あ つ し

志さん（写真右）

　私は、ブドウ栽培からワインの販売・プ
ロモーションなど、トータルプロデュース
をするポジションで参加しています。
　2025 ワインは、昨年よりしっかりとしたさわやかな味わい
となり、自信をもって PR できるものです。来年度に向けては、
さらに美味しいワインを増量し、今後は「道の駅いながわ」や「ふ
るさと納税」にも出せることを目標に頑張ります。
　「庭に植えてみたい」「お手伝いだけでも参加し
たい」など、町内外問わず、ご参加大歓迎です。
ぜひ、LINE 登録をお願いします。

ブドウか
らワイン

へ

★
★

★
★

★

合同会社エデュセンス
　奥

お く む ら

村 みずほさん

　猪名川町の澄んだ夜空と里山に囲　猪名川町の澄んだ夜空と里山に囲
まれた穏やかな風景から着想し、天まれた穏やかな風景から着想し、天
文台が象徴する満天の星空である文台が象徴する満天の星空である

「宙」から滴る一滴のような透明感を「宙」から滴る一滴のような透明感を
表現しました。表現しました。
　今後も何かしらの形でワイン PJ の　今後も何かしらの形でワイン PJ の
一員として関われたら嬉しいです。一員として関われたら嬉しいです。

「宙しずく」に込めた想い

　まさか自分のブドウが、町のワイ　まさか自分のブドウが、町のワイ
ンになるなんて！とても嬉しいです。ンになるなんて！とても嬉しいです。
これからも皆さんと一緒にワイン PJこれからも皆さんと一緒にワイン PJ
に関わっていきたいです！に関わっていきたいです！

2025 醸造ワインの
ブドウを提供しました！

猪名川ワインプロジェクト猪名川ワインプロジェクト

一緒にワインPJを広げましょう！仲間
大募集

　猪名川町と流通科学大学が連携して取り組んでいる「猪名川ワインプ　猪名川町と流通科学大学が連携して取り組んでいる「猪名川ワインプ
ロジェクト」。町内の小規模農家さんなどにも協力いただき、完成ロジェクト」。町内の小規模農家さんなどにも協力いただき、完成
した 2025 醸造ワインとその取り組みについて取材しました。　　　　　　　　した 2025 醸造ワインとその取り組みについて取材しました。　　　　　　　　
▷問合せ▷問合せ　地域交流課（☎ 767 ー 6253)　地域交流課（☎ 767 ー 6253)

～ goutte du Ciel ～

町 HP ▶

ワイン PJ 
LINE ▲

大学 HP ▲

まちに新たなお土産品を！まちに新たなお土産品を！

「宙しずく」をお披露目！「宙しずく」をお披露目！

乾杯～ !!!乾杯～ !!!

デラウェア×シャインマスカットデラウェア×シャインマスカット

2025 醸造ワイン2025 醸造ワイン

「まちワイナリー」で進めるまちの活性化

地域交流課　中島主事
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大
お お う え

上さん・首
し ゅ ど う

藤さん 奥
お く む ら

村さん

ネーミング発案者
下
し も べ っ ぷ

別府 健
け ん じ

二さん


